
京
都
及
其
の
附
近
議
見
の
切
支
丹
墓
碑

文

皐

博

士

新

キf

出

文

準

博

士

演

田

耕

作

緒

仁3

大
正
六
年
よ
り
十
一
年
に
至
る
約
六
年
問
、
京
都
及
其
の
附
近
に
於
い
て
切
支
丹
墓
碑
の
後
見
相
つ
ぎ
、
其

の
数
凡
て
九
基
仁
及
ぺ
り
、
業
の
大
多
数
は
京
都
帝
園
大
串
文
聞
宇
部
に
寄
贈
若
し
く
は
寄
托
せ
ら
る
。
而
か
も

主
(
の
年
究
を
刻
し
た
る
も
の
は
慶
長
七
年
乃
至
同
十
五
年
じ
至
る
九
ヶ
年
に
一
日
一
b
、殆

ざ

一

期

を

劃

す

る

に

似
た
る
は
‘
別
仁
理
由
な
き
に
非
令
。
こ
は
吾
人
が
本
篇
第
三
章
に
於
い
て
脚
か
論
蓮
せ
ん
さ
す
る
所
な
る
が
、

京

都

地

方

町

西

激

流

布

の

一

中

心

ざ

し

て

、営
年
数
徒
の
数
さ
し
も
移
し
か
り
し
じ
似
令
、
墓
石
の
遺
存
す
る

こ

さ

斯

の

如

く

少

数

な

る

は

一

は

西

致

信

奉

の

期

間

僅

か

仁

一

世

紀

に

満

た

守

、

而

か

も

某

後

禁

腿

の

程

度

最
も
峻
厳
な
り
し
が
矯
め
、
切
支
丹
に
関
係
あ
る
標
章
を
附
し
た
る
墓
碑
の
存
立
候
件
を
減
殺
せ
し
司
」
さ
大

な
り
し
仁
由
ら
十
ん
ば
あ
ら
や
。
然
れ
ざ
も
亦
た
之
さ
同
時
に
維
新
以
後
墓
域
宅
地
の
整
理
、
道
路
溝
渠
の
改

修

等

に

営

b
て
、
世
人
さ
共
に
皐
者
の
注
意
を
之
に
向
く
る
も
の
殆

ど
無
か

b
し
こ
さ
、
墓
石
海
滅
の
一
因
た

ら
や
さ
せ
ん
や
、
近
年
大
方
の
意
を
西
数
の
遺
物
仁
注
ぐ
も
の
漸
〈
出
で
、
斯
〈
の
如
く
数
年
に
し
て
十
基
に

京
都
及
其
の
附
廷
後
見
の
切
支
丹
姦
稗

ヲE



童基

署与

の

言巴

主主

ヨl
I1!-I 

近
き
墓
石
を
接
見
せ
る
は
、
準
界
の
幸
さ
な
さ

Y

る
可
か
ら
や
、
更
に
向
後
の
注
意
に
よ
り
新
接
見
の
報
道
を

得
可
き
は
、
吾
人
の
深
く
期
待
す
る
所
な
り
。
今
ま
以
下
先
づ
墓
碑
の
遺
物
に
就
き
て
記
述
を
試
み
、
業
の
形
式

記
銘
を
論
じ
、
最
後
に
京
都
仁
川
F
、
け
る
南
蛍
寺
さ
葉
の
墓
地
に
就
き
て
遮
れ
か
る
所
あ
ら
ん
ざ
す
e

第

ニ占二
J早

墓

碑

の

記

述

余

輩

は

先

づ

京

都

市

及

び

其

の

附

近

に

於

い

て

費

見

せ

ら

れ

た

る

切

支

丹

墓

碑

に

就

き

て

.

其

の

形

扶

石

質

記

銘

等

を

略

ぼ

費

見

の

順

序

仁

従

ひ

て

叙

遁

す

る

所

あ

る

可

し

。

(
A
)
 
京
都
延
命
寺
境
内
後
見
墓
碑
三
基

〔
闘
版
第
一
ム
ハ
、
二

O
、
二
四
〕

大

正

六

年

八

月

入

江

波

光

君

の

脅

見

す

る

所

に

係

り

、

西

致

徒

墓

碑

中

最

も

早

く

世

に

紹

介

せ

ら

れ

た

る

も
の
な
り
。
同
君
並
に
文
皐
士
江
馬
務
君
の
斡
旋
に
よ
、
リ
、
京
都
帝
国
大
事
文
皐
部
に
保
管
を
托
せ
ら
れ
し

いか、

後

も

延

命

寺

住

職

三

浦

便

臆

尼

の

好

意

仁

よ

り

同

大

事

に

寄

贈

せ

ら

る

。

是

が

接

見

の

由

来

に

閲

し

て

は

、島

田

貞

彦

君

の

考

古

島
s

雑

誌

上

に

於

け

る

記

事

等

に

委

細

を

壷

さ

れ

た

る

も

の

あ

れ

て

今

ま

便

宜

其

の

要

領

を
摘
記
せ
ん
じ
、
寺
は
上
京
鼠
御
前
通
下
立
貰
下
る
東
側
じ
あ

b
、
所
謂
西
ノ
京
さ
都
せ
ら
る
、
地
に
し
て
、
大

極
殿
祉
の
西
約
五
丁
仁
営
る
。
(
地
圃
)
も
さ
附
近
の
竹
簸
に
遺
棄
せ
ら
れ
た
り
し
を
・
大
正
元
年
該
守
修
築
の
際

寺
門
入
口
の
左
方
な
る
石
地
戒
群
中
仁
交
へ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
碑
面
に
平
仮
名
の
文
字
見
ゆ
る
が
潟
に
、
和

歌

の

墓

誌

さ

稀

せ

ら

れ

し

こ

さ

も

あ

り

し

さ

云

ふ

‘

延

命

寺

は

博

士

宗

の

尼

寺

に

し

て

徳

川

中

明

刀

剖

違

こ



係
ム
リ
、
所
属
の
墓
地
を
有
せ
十
，
官
有
地
の
竹
簸
中
に
遺
棄
せ
ら
れ
た

b
し
本
墓
碑
が
、
該
尼
寺
さ
何
等
直
接
の

関

係

を

有

せ

ぎ

る

は

明

三

b
o

問
開
黒
色
の
砂
一
岩
を
以
て
作
h
，
、
高
き

一
尺
三
寸
、
幅
中
央
に
於
い
て
五
寸
六
分
、
厚
同

二
寸
八
分
あ
り
。
表
面
は

加
工
化
粧
し
た
る
も
、
裏
面
は
粗
大
な
る
打
裂
の
偉
獲
さ
れ
た
り
の
業
の
表
面
は
竿
図
版
の
頭
部
を
有
す
る
長

方
形
に
し
て
、
周
圏
一
仁
縁
帯
を
残
し
て
同
形
の
凹
匹
を
作

b
‘
之
じ
文
字
を
刻
す
。
誌
の
下
部
が
不
整
形
じ
し
て

安
定
を
快
く
の
み
な
ら
会
、
之
を
地
中
に
埋
め
て
樹
立
せ
し
む
る
に
は
短
き
仁
過
ぐ
る
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
恐
く

は
別
に
長
方
形
の
牽
石
の
承
口
に
挿
入
せ
し
も
の
な
ら
む
か
。
山
区
頭
部
に
は
等
逸
十
字
(
希
臓
十
字
)
を
現
は

し
其
の
下
に
「
平
加
太
郎
左
衛
門
ま
こ
い
ね
す
す
あ
り
ベ
い
ね
す
」
は
宮
ロ
2
に
し
て
婦
人
の
致
名
な
れ
ば
、
女
子
の

墓

碑

な

る

こ

さ

明

な

り
。右
方
に
は
(
慶
長
十
三
年
三
月
十
日
」
(
西
暦
一
六

O
八
年
四
月
廿
四
日
)
左
方
じ
は
「
さ
ん

お
の

b
ょ
の
日
」
即
ち
塊
領
チ
ロ
M
Y

州
プ

y
グ

セ

ン

(
F
Uロ
ロ
)
の
借
正
事
オ
ノ

η
ノ
ク
ス

(
2・ロ
So--ug)
の
命
日
な

る
を
誌
せ

b
。

町
内
石
質
は
前
者
さ
同
じ
く
鞠
黒
色
の
砂
岩
に
し
て
、
業
の
形
賦
及
び
製
作
亦
た
相
同
じ
。
た

Y

葉

の

大

さ

は

彼

に
比
し
て
少
し
く
大
き
く
高
一
尺
五
寸
六
分
、
幅
中
央
に
於
い
て
六
寸
八
分
、
厚
同
三
寸
五
分
あ
り
、
凹
巨
頭
部

、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
は
三
葉
十
字
を
刻
し
、
其
の
下
に
「
小
川
あ
ふ
き
や
み
し
ゃ

Y
書
す
「
小
川
」
は
京
都
に
於
げ
る
小
川
通
り
を
云

ふ
な
る
可
く
。
?
の
ふ
き
や
」
叫
恐
ら
く
「
扇
屋
」
な
ら
む
か
。
「
み
し
ゃ
」
は
冨

2
2
仁
し
て
、
同
じ
く
婦
人
の
数
名
な
り
。
右

、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、

側
に
は
「
慶
長
十
五
年
十
一
月
七
日
」
(
西
暦
一
六
一

O
年
十
二
月
廿
一
日
)
左
側
に
は
(
さ
ん
ざ
め
い
あ
は
す
さ
ろ

、、
の
日
「
(
密
戸
時
}
5
5
0
k
Z
5
5
0
)
郎
も
墓
ト
マ
ス
・
ア
ポ
ス
ア

Y
(
宮・

5
5
z
z
k
r吉
田
仲
]
白
)
の
墓
日
な
る
を
磐
す
。
ニ
れ
言
ふ

迄
も
な
く
、
耶
蘇
十
二
使
徒
の

一
人
に
し
て
、
印
度
に
(
更
に
支
那
じ
も
)
布
教
せ
り
さ
侍
読
せ
ら
る
、
人
な
り
。
壷

京
都
及
其
の
附
近
俊
見
の
切
支
丹
慕
稗

五
五



主義

事年

言E

立E

の

部
に
が
、
け
る
構
造
亦
た
前
者
さ
同
じ
。

}丸六

mw
石
質
亦
た
前
二
者
さ
同
じ
く
・
石
材
の
高
さ
は
刊
さ
相
若
く
も
企
(
の
凹
直
は
遣
に
短
き
の
み
な
ら
や
.
頭
部

ポ
イ
シ
テ
ツ

γ
、ァ

1
チ

は
宇
固
形
を
鴻
さ
や
、
尖
一
頭
泊
一
持
の
形
を
・
呈
せ
る
は
少
し
く
異
な
れ
り
。
凹
匿
の
文
字
は
漫
穂
甚
し
く
又
た
嘗

、
、
、

初

よ

り

粗

浅

な

b
し
も
の
〈
如
し
。
上
部
に
希
臓
十
字
の
硝
々
傾
け
る
も
の
あ
り
、
実
の
下
の
文
字
は
?
の
ふ
き

日

刊

、

、

、

、

、

、

や

の

ま

る

た

-t
讃
む
可
き
か
。
右
側
仁
は
一
慶
長
七
年
」
左
側
じ
は
「
九
月

O

O
日
」
さ
あ
り
(
西
暦
一
六

O
二
年
八
月

ば
此
等
三
基
の
墓
碑
皆
な
婦
人
の
も
の
な
る
も
奇
な
り
。

ー
九
月
)
然
ら
ば
三
去
の
墓
石
中
年
代
最
も
古
き
も
の
に
属
す
内
「
ま
る
た
五
百
お
三
宮
に
し
て
女
子
の
数
名
な
れ

【

註

】

(

1

)

島
問
貞
彦
君
「
慶
長
時
代
の
基
督
教
信
者
の
議
枠
」
(
考
古
事
雑
誌

第
八
品
ペ
第
三
時
蜘
〉
。
新
村
山
「
慶
長
年
間
の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
慕

枠
」
(
由
民
林
、
第
三
港
第
一
時
抗
)
。
木
崎
愛
士
口
君
「
大
目
木
金
石
・
見
」
(
第

三
谷
)
。
京
都
府
史
践
勝
地
調
査
合
同
報
告
」
(
第
一
冊
)
等
参
照
。

「
い
ね
す
」
は
同
様
の
字
憾
に
で
慶
長
十
八
年
の
「
江
戸
勢
数
多
議

定
之
事
」
と
あ
る
練
馬
グ
ア
テ
カ
ノ
女
番
館
文
秀
(
大
目
水
史
料

第
十
ニ
編
第
十
二
所
引
〉
に
も
見
え
た
り
。

「
事
オ
ノ
リ
ウ
ス
」
は
同
名
の
事
者
多
く
し
て
紛
れ
易
き
も
、
京
都

天
主
教
曾
の
故
オ
リ
ヤ
ン
チ
ス
師
の
好
意
に
よ
り
、
友
僚
懇
師
よ

り
プ
ル
ク
セ
ン
の
倫
止
な
る
を
知
る
を
得
た
り
。

(

2

)

 

(

日

)

(
B
)
 
京
都
成
願
寺
境
内
後
見
某
碑

(
4
)
 
「
み
し
ゃ
」
は
江
戸
勢
多
講
中
の
連
名
帳
(
前
向
〉
に
も
「
見
し
干
、

孫
兵
へ
夫
婦
」
と
あ
り
女
の
数
名
な
り
。
大
田
方
編
「
契
利
斯
督

詑
」
に
奉
げ
た
る
明
暦
頃
の

-T
銭
な
る
戸
女
の
ベ
ア
ト
」
の
女
子
数

名
簿
の
「
メ
シ
ア
」
と
問
一
な
り
。

浦
上
外
海
地
方
信
者
聞
に
傍
へ
た
る
「
御
出
世
一
来
千
六
百
三
十
四

年
〈
一
一
一
百
八
十
四
日
〉

H
繰
」
(
寛
永
十
一
年
〉
は
「
十
一
月
大
、
ニ

日
サ
ン
と
め
い
あ
ぽ
ふ
す
と
ろ
」
と
あ
る
、
印
ち
こ
れ
な
り
。
(
浦

川
和
三
郎
君
著
「
日
木
に
於
け
る
公
教
管
の
復
活
」
前
編
、
大
正

問
年
刊
」

「
ま
る
た
」
の
名
亦
た
勢
多
議
中
連
名
帳
(
前
出
)
に
見
ゆ
。

(

5

)

 

(

6

)

 基

〔
闘
版
第
一
七
二
九
、
二
一
、
二
五
〕

成
願
寺
は
浮
土
宗
に
麗
し
北
野
紳
祉
の
西
敷
町
、
上
京
阪
一
一
保
通
大
山
府
軍
駐
前
に
あ
り
。
(
川
闘
)
墓
碑
は
同
寺

境

内

地

識

堂

前

右

方

に

手

水

鉢

ざ

し

て

使

用

せ

ら

れ

し

も

の

に

し

て

、

東

京

の

林

若

吉

君

が

加

藤

曳

尾

庵

の



我
衣
」
の
中
仁
文
化
九
年
京
都
の
成
願
寺
に
て
手
水
鉢
さ
せ
る
も
の
を
見
た
る
由
記
せ
る
を
注
意
せ
ら
れ
、
京

都
の
小
山
源
治
君
さ
共
に
、
大
正
六
年
十
一
月
入
浴
の
節
探
索
し
て
・
終
仁
成
願
寺
に
於
い
て
接
見
せ
ら
れ
た

る
も
の
な
り
。
葉
の
詳
細
は
新
村
出
君
の
「
史
林
」
誌
上
等
に
記
さ
れ
た
る
所
に
よ
り
て
知
る
可
し
。
墓
石
今
ま
該

寺
住
職
藤
井
貞
存
師
よ
り
寄
托
せ
ら
れ
て
京
都
帝
国
大
串
文
準
部
に
保
管
せ
ら
る
。

仙
川
花
偶
岩
を
以
て
作
り
全
排
短
・
き
蒲
鉾
形
を
呈
す
。
高
さ
前
面
仁
於
い
て
一
尺
三
寸
五
分
.
幅
一
尺
二
寸
一
分
、
奥
行

一
尺
九
寸
五
分
。
前
面
は
頭
部
竿
固
形
を
呈
し
、
周
縁
を
繰
ら
し
凹
院
を
作

b
・
上
部
に

一
箇
の
希
臓
十
字
さ
耶

蘇

舎

の

記

章

た

る

I

H

S
の
三
宇
即
ち

F
2
2
出

C
5
5
5
p
z
g
(耶
蘇
、
人
類
、
救
済
者
)
の
三
頭
字
を
現
は
し
業

、
.
、
.
、
.
、
.

の
下
仁
二
行
に
「
い
し
こ
る
し
ゃ
」
さ
刻
す
。
「
い
し
」
は
恐
ら
く
俗
名
な
る
可
く
、
「
る
し
ゃ
」
は

E
E
P
に

し

て

婦

人

の

数

、

、

、

、

、

、

、

名
な
る
こ
さ
云
ム
迄
も
無
し
。
右
方
に
は
(
慶
長
十
四
年
」
左
方
仁
は
「
五
月
三
日
」
(
西
暦
二
ハ

O
九
年
六
月
四
日
)
ご

書
せ
り
。
底
部
に
は
手
水
鉢
仁
使
用
す
可
〈
深
さ
四
寸
七
分
の
大
な
る
窪
蕗
を
作
り
、
又
た
右
側
面
じ
水
抜
き

の
小
国
孔
を
穿
て

hJP
背
面
は
底
部
さ
共
仁
石
面
を
机
く
残
し
て
加
工
精
し
か
ら
令
。
金
排
の
形
朕
は
石
棺
の

葦
部
を
象
り
た
る
も
の
、
如
き
も
身
部
は
憂
部
さ
共
に
之
を
快
け
り
。
之
が
考
設
に
閲
し
て
は
後
章
遮
ぷ
る

所
ゐ
る
可
し
。

【
誌
〕
〈
1
)
加
減
曳
尾
市
川
玄
ぬ
(
替
、
交
政
米
政
)
の
著
に
し
て
、
交
化
九
年
五

月
京
都
放
行
中
此
の
墓
碑
を
見
た
る
由
詑
せ
り
。
日
く
「
北
野
よ

り
妙
心
寺
前
を
経
て
大
将
軍
と
い
へ
る
所
に
顕
成
寺
と
い
ふ
寺
院

あ
り
。
、
永
捺
年
中
依
長
公
バ
テ
レ
シ
を
信
じ
て
此
迭
に
永
除
山
南

縫
寺
を
笹
む
。
其
慕
砕
な
る
も
の
一
基
、
此
守
の
庭
に
手
水
鉢
に

な
し
て
あ
り
、
先
年
其
閲
好
古
帥
械
の
中
に
出
で
た
り
。
今
日
此
遁

り
な
れ
て
ば
立
よ
り
て
其
石
を
鎖
倒
同
に
て
摺
、
万
の
肌
あ
ら
〈
し

(

2

)

 

て
大
形
う
つ
ら
ず
。
其
又
一
つ
は
問
所
中
溝
の
岸
に
あ
り
。
牛
土

に
入
て
潟
す
事
不
能
」
と
3

叉
た
「
吉
利
支
丹
石
纂
」
の
略
闘
を
載

せ
呉
掛
胞
の
象
形
を
書
き
、
「
此
よ
ふ
に
見
ゆ
」
と
註
し
た
り
。
照
時
州

寺
が
成
願
寺
の
設
な
る
こ
と
論
な
し
。

島
田
貞
彦
君
「
叉
も
基
督
教
品
川
幕
稗
の
後
凡
」
(
考
古
風
十
雑
誌
第
八

谷
第
七
就
)
。新
村
出
君
(
前
尚
三
木
崎
愛
士
口
君
(
前
向
)
。
京
都
府

史
蹟
勝
地
調
資
含
報
告
(
前
向
)
参
照
。

賀
郡
及
主
(
の
附
近
都
民
見
の
切
支
品
川
築
稗

七



議

相年

の

tr. 

主I!;

五
八

つ
り
)
「
る
し
宇
」
の
名
亦
た
勢
多
誘
巾
及
女
子
ベ
ア
ト
品
川
名
録
(
前
向
)
に

見
ゆ
。

成
願
守
に
維
新
円
以
前
に
成
れ
る
右
手
水
品
開
悪
一
石
の
由
同
紙
拓
本
あ
り

紙
而
右
肩
に
一
西
京
大
将
軍
成
願
寺
石
間
銘
」
と
題
し
、
自
問
長
十
一

年
ヤ九
月
古
一日
、

f
ス
ハ
等
の
字
、
巾
央
下
段
切
不
見
」
と
あ
り
。

前
者
よ
り
掛
川
、断
し
き
刷
刊
紙
拓
水
も
あ
り
、
北
ハ
に
袋
に
納
め
て
保
存

せ
ら
る
。
袋
の
表
面
に
は
「
慶
長
十
一
年
成
願
寺
水
阻
伊
斯
犯
泥

河
川
学
彫
銘
」
と
根
し
商
務
牙
文
字
と
せ
り
。

〈

μ『
〉

(
C
)
 
京
都
際
海
光
寺
境
内
後
貝
墓
碑

一
基

〔
闘
版
第
一
八
、
二
心
、二四〕

浄
光
寺
は
京
都
市
上
京
高
天
紳
筋
遁
下
立
買
上

Y

東
側
に
あ
り
。
今
ま
寺
廃
し
て
僅
に
墓
地
の

一
部
を
残

せ
る
の
み
‘
(
川
版
)
大
正
七
年
六
月
中
旬
川
井
菊
太
郎
君
之
を
後
見
し
、
小
山
源
治
君
に
報
じ
透
仁
皐
界
に
紹
介

せ
ら
れ
今
ま
和
泉
只
塚
町
東
光
庵
の
日
根
野
幸
国
師
よ
り
京
都
帝
副
大
串
文
皐
部
に
保
管
を
托
せ
ら
る
。

mw
石
賀
は
駒
黒
色
の
砂
岩
に
し
て
、
誌
の
形
賦
延
命

寺

接
見

の
墓
石
さ
相
同
じ
。
高
さ
一
尺
五
寸
六
分
、
幅
中
央

に
於
い
て
七
寸
五
分
・厚
同
三
寸
六
分
あ
り
。
凹
匿
の
上
部
牢
固
形
部
じ
は
二
支
十
字
スt
I
H
a
の
三
字
を
結

、
、
、
、
、

合
せ
る
も
の
を
書
し
た
る
は
、
耶
蘇
舎
の
記
章
た
る
こ
さ
前
に
記
せ
る
が
如
し
。
業
の
下
中
央
に
「
O
は
の
は
う

、

。

σ

、
、
、
、

ろ
-
さ

，あ
り
首
宇
一
音
の
如
く
も
見
ゆ
る
も
確
な
ら
や
、
「
は
う
乃
」
は
男
子
の
数
名

F
己
。
な
り
。
右
側
に
は
「
慶
長
八
年

、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、

六
月
廿
八
日
」
西
暦
二
ハ

O
三
年
八
月
五
日
)
、
左
側
仁
は
「
雪
の
さ
ん
た
ま
り
や
の
蹴
日
」
の
文
字
さ
、
別
に
(
潟
開
基

、

、

、

、

、

、

、

伊

シ

タ

サ

ン

タ

品
げ
光
法
師
追
善
畠
」
の
後
刻
あ
り
斗
雪
の
事
マ
リ
ノ
ヤ
」
さ
は
羅
馬
の
昌
一
ム
マ

y
ヤ
・
マ
ヂ
ヨ

l
レ(∞
E-
以
【

5
・3
回

HpmmFQE)

大
寺
の
創
立
に
闘
す
る

雪

の
奇
蹟
(
∞
笹
口
口
Z
出立
2
2仏

Z
2
2
)
の
行
は
れ
た
る
西
紀
三
五
二
年
八
月
五
日
の
記

念
日
な
り
‘
「
開
基
浮
光
法
師
)
云
々
の
後
刻
は
、
其
の
意
義
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
、
或
は
此
の
切
支
丹
ポ
ク

ロ
な
る
人

が
浄
光
年
の
開
基
浮
光
法
師
の
縁
者
じ
し
て
、
之
が
矯
め
仁
切
支
丹
禁
制
の
厳
な
ら
ざ
り
し
頃
、
一

旦
殆
ど
無



線

ざ

な

り

た

る

某

石

を

此

の

寺

域

に

移

し

建

て

る

も

の

な

る

か

。

さ

に

か

く

切

支

丹

に

剥

し

て

究

科

な

る

態

【詮
]

(

1

〉

度
を
示
し
た
る
は
、
業
の
碑
銘
を
何
等
刻
消
せ
ぎ
る
を
以
て
も
想
像
す
る
に
足
る
。

(

2

)

 

「
京
都
に
於
け
る
耶
蘇
信
徒
の
裳
枠
後
見
L
(
・
見
株
第
三
港
第
一
二
貌

北
報
〉
「
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
禿
含
税
骨
」
第
一
冊
ゑ
照

(
は
う
ろ
)
は
前
出
江
戸
勢
多
読
巾
連
名
帳
に
も
、
出
円
た
「
は
う
る
」

の
仮
字
を
以
て
潟
せ
り
。

「
雪
の
聖
マ
リ
ヤ
」
に
閲
す
る
寄
践
の
傍
説
は
、
羅
馬
の
一
貴
族
ヨ

ハ
ネ
(
旬
。

}
E
E
2
ト
『

22)
と
云
ふ
も
の
、
子
無
き
に
よ
り
、
其
の

妻
L
」
誌
り
て
、
主
(
の
財
産
を
紳
に
献
ぜ
ん
と
決
せ
る
に
、
夢
に
聖

母
現
は
れ
て
、
自
ら
彼
等
の
機
嗣
た
る
可
〈
、
明
日
経
馬
の

E
上

雪
降
れ
る
慮
を
卜
し
て
殿
堂
を
建
立
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
り
。
-
次

日
即
ち
三
五
二
年
八
月
五
日
の
朝
エ
ス
キ
リ
ノ
(
向
型
一
三

-5)
丘

上
に
珍
、
b
し
く
雪
あ
り
、
可
ハ
ネ
夫
妻
此
の
奇
績
を
見
て
法
王
リ

イ
リ
ウ
λ

(

ピ
Z
ュ
=
由
)
の
許
に
至
り
て
之
を
奏
し
、
途
に
一
宇
を

建
立
す
。
名
づ
け
て
「
雲
の
サ
ン
タ
タ
・
7

リ
ヤ
」
(
お
E
Z
T
伊
豆
員
一
伊

三

三

22)
或
は
法
王
の
名
に
図
み
て
「
り
ベ
リ
ウ
A

の
伽
藍
」

2
5
4
Z
E

ピヶ
2
7
E竺
と
云
ふ
に
あ
り
。
(
]
)
の
切
]
七
宅
F
H
H
。目。

z
g
]肖
o
z
z
E
Z
Z
口
固
で
工
(
ご
叉
た
此
の
夢
同
時
に
法
王

に
も
現
は
れ
た
り
・
と
一
石
ひ
、
此
の
傍
説
は
第
十
三
世
紀
以
後
の
も

の
な
り
と
云
ふ
。

(
E
E
2
7
2・
(
。
=
Z
L
P
L
1
噌
目
立
一
一
此

の
停
説
叉
た
寛
政
九
年
五
月
大
問
方
編
、
柑
尚
品
川
元
年
阿
木
三
右
衛

門
の
挟
書
を
録
し
た
る
か
と
思
は
る
L
「
契
利
斯
が
い
記
」
に
見
い
た

り
。
日
〈
「
一
、
雪
ノ
サ
ン
タ

7
p
ア
と
巾
ζ

と
は
、
ロ
ウ
マ
に

て
右
侍
、
子
を
持
不
巾
候
て
、
金
銭
と
ら
せ
可
巾
も
の
も
無
ν
之

付
、
サ
ン
ダ
マ
リ
ア
の
寺
を
述
可
申
山
女
房
左
相
談
申
候
慮
に
、

其
夜
の
夢
に
ロ
ウ
マ
の
外
に
雪
降
た
る
ろ
こ
ろ
可
ν
十
州
レ
之
枯
院
の

問
、
其
底
に
主
寸
を
建
侠
へ
と
夫
婦
に
サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
夢
に
ま
み
え

給
ひ
て
被
ν

仰
候
付
て
、
夫
婦
'
叫
が
ら
右
の
鹿
に
多
り
見
候
へ
ば
、

六
月
土
用
ノ
中
に
て
御
座
候
へ
ど
も
、
雪
降
候
て
御
座
候
、
其
所

に
則
中
一
寸
を
建
巾
候
、
夫
に
就
零
の
サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
ト
巾
候
」
(
繍
々

群
書
類
従
、
第
十
二
、
宗
救
部
)
又
は
浦
上
外
海
地
方
的
信
者
間

に
仰
は
れ
る
御
出
世
山
市
千
六
百
=
十
円
年
(
寛
永
十
一
年
)
日
繰
」

に
は
「
七
月
大
、
十
二
目
、
ゆ
き
の
サ
シ
タ
丸
干
(
邸
一
一
マ
リ
ヤ
の
雪

殿
)
「
と
あ
り
。
(
前
向
の
「
会
教
曾
の
復
活
」
)
今
は
(
公
救
命
目
枇
日

表
」
に
は
「
八
月
五
日
、
聖
マ
リ
ヤ
の
零
の
取
一
堂
来
献
」
と
九
ゆ
。

(

3

)

 

(
D
)
 
京

都

同

寺

附

近

畿

見

幕

碑

〔
闘
版
第
一
八
.
二
四
〕

一
基

本

墓

碑

は

大

正

九

年

頃

下

京

匝

唐

橋

平

垣

町

に

あ

る

小

溝

の

石

垣

中

よ

り

掘

出

さ

れ

、

其

の

傍

な

る

西

寺

の

軒

に

置

か

れ

た

り

し

を

翌

十

年

の

初

世

間

家

山

本

大

幹

君

の

注

意

す

る

所

ざ

な

り

、

同

君

の

紹

介

じ

て

小

川

京
部
及
立
(
の
附
択
棋
院
凡
の
切
支
丹
慕
枠

買.

71. 



;:1基

が1-

の

言E

i名

。

白
楊
君
之
を
求
め
て
京
都
帝
国
大
串
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
係
る
。
(
川
悶
)
吸
見
地
貼
は
西
寺
の
南
側
小

溝
の
石
町
一ゃ
に
し
て
笠
(
の
東
部
に
位
す
。
村
上
米
吉
君
等
の
談
に
壊
れ
ば
該
墓
碑
は
此
庭
よ
り
他
の
五
輪
塔

業
他
の
墓
石
さ
共
に
雨
三
年
前
同
地
青
年
の
掘
り
出
せ
る
も
の
じ
し
て
、
同
時
じ
出
土
せ
る
墓
石
の
路
傍
西

寺

の

軒

下

仁

置

か

れ

た

る

も

の

に

は

、徳
川
初
期
さ
思
は
る
、
小
五
輪
塔
は
じ
め
、
竿
肉
刻
の
小
石
仰
の
墓
碑
、

元
鵡
四
年
の
銘
あ
る
墓
石
等
十
数
基
を
見
る
の
み
な
ら
守
、
な
は
石
垣
中
に
多
く
の
墓
石
の
遺
存
せ
る
を
認

む
可
し
さ
。
思
ふ
に
此
遁
も
さ
墓
地
な
り
し
こ
さ
村
上
氏
の
談
の
如
く
、
西
寺
は
建
保
中
両
山
善
窓
国
師
建
立

の
西
方
寺
の
寺
祉
仁
復
興
せ
る
も
の
に
し
て
、
浄
土
宗
に
属
す
る
司
〕
さ
は
切
支
丹
の
墓
碑
を
稜
見
せ
る
延
命

寺

其

他

の

場

合

に

於

け

る

さ

其

の

軌

を

一

に

せ

る

を

注

意

す

可

し

，

向
、
和
賞
褐
色
を
帯
ぺ
る
砂
岩
を
以
て
作
り
、
頭
部
尖
り
て
、
舟
形
光
背
形
を
呈
す
る
こ
さ
、
延
命
寺
稜
見
の
向
じ

似
た
り
。
高
さ
一
尺
五
寸
二
分
、
中
央
幅
六
寸
八
分
、
厚
同
二
寸
四
分
、
中
央
凹
阪
の
上
部
に
は
希
臓
十
字
を
刻
し
、

下
に
不
十
奇
か
い
ハ
町
」
右
側
じ
「
慶
一
r
h
酌
わ
」
左
側
に
「
わ
介
わ
一
ペ
一
昨
日
)
(
西
暦
一
六

O
九
年
九
月
十
二
日
)
ざ
わ
り
斗
士
宮
司
ゐ

ん
」
は

F
S
じ
し
て
男
子
の
数
名
な
り
。
「
て
き
」
は
如
何
な
る
姓
名
な
る
や
明
か
な
ら
?
。
或
は
葉
の
上
に
今
一
宇

を
存
し
た
る
可
き
か
さ
思
は
る
る
も
其
の
形
連
な
し
。
全
睦
の
製
作
組
に
し
て
文
字
亦
た
深
か
ら
や
。
基
底
部

は
閉
ざ
同
じ
く
梢
々
長
き
を
以
て
、
蔓
石
を
用
ゐ
令
し
て
、
地
中
に
樹
立
す
る
も
必
し
も
不
可
な
き
を
見
る
。

【誌】
(

1

)

賛
同
川
地
獄
と
某
の
由
来
に
関
し
て
は
、
梅
原
米
品
川
君
の
調
交
に
撲
る
。

(
E
)
 
京
都
市
等
持
院
通
後
見
菜
一碑

一
基

〔
闘
版
第
一
七
二
九
、
二
二
‘
二
五
〕

前
記
成
願
寺
の
西
方
約
十
町
等
持
院
南
町
、
仁
和
寺
街
道
よ
り
等
持
院
に
通
令
る
道
路
に
架
せ
る
橋
梁
の



石
垣
仁
於
い
て
、
大
正
十
一
年
一
月
桑
名
節
君
の
注
意
に
よ
り
一
箇
の
墓
石
器
見
せ
ら
る
。
(
川
岡
)
石
は
橋
梁
北

方
の
基

廷

石
垣
の
東
南
隅
角
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
一
簡
に
し
て
、
其

の
前
面
を
東
に
向
け
て
暴
露
せ
り
。
墓
石
は

京
都
府
に
於
い
て
史
蹟
保
存
の
必
要
上
石
垣
中
よ
り
取
外
し
て
、
今
ま
京
都
帝
凶
大
串
文
皐
部
に
保
管
せ
ら

る
。
此
の
橋
梁
は
近
年
修
繕
せ
ら
れ
た
る
も
.
以
前
よ
り
此
の
石
材
は
奮
橋
梁
石
垣
に
則
ゐ
ら
れ
し
も
の
な
る

ア
て
を
知
る
の
み
に
し
て
、
其

の
以
前
の
来
歴
は
全
く
知
る
に
由
無
し
。

何
本
墓
碑
は
花
山
間
岩
を
以
て
作
り
、
蒲
鉾
形
を
呈
せ
る
こ
さ
成
願
寺
後
見
の
も
の
ぜ
同
じ
く
、
其
の
大
さ
亦
た

殆
ざ
相
似
た
り
郎
も
前
面
は
長
方
形
の
頭
部
竿
固
賦
を
呈
し
(
稿
々
・
併
せ
た
り
一周

縁

の

帯

賦

を

残

し

て

中

央

に
山
匝
を
造
る
。
周
縁
上
部
に
は
三
筒
所
に
U
V

形
の
模
様
を
刻
す
。
こ
れ
釘
(
若
し
く
は
錨
)
の
標
章
な
る
可
し
。
凶

匝
の
上
部
に
は
希
臓
十
字
の
四
端
じ
小
球
を
附
し
、
更
に
弧
線
を
以
て
同
形
に
繋
ぎ
た
る
も
の
を
現
は
し
、下

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
4'u

‘、

に「
Jd

ん
も
よ
」
ど
刻
せ
り
。
印
ち
∞

S
ま
に
し
て
男
子
の
数
名
な
り
。
右
方
仁
は
(
御
出
世
以
来
千
六
百
八
年
制
七
月

、
、
、
、
、
、
、
、

八
日
」
却
も
慶
長
十
三
年
(
西
暦
一
六

O
八
年
八
月
十
八
日
)
の
年
月
を
書
し
、
左
方
に
「
披
々
泊
部
右
近
勝
監
」
さ
俗

名
を
示
せ

h
。
高
さ

一
尺
三
寸
、
幅
一
尺
一
寸
八
分
.
奥
行
一
尺
七
寸
三
分
、
成
願
寺
の
分
じ
比
し
て
、
た

Y

奥
行
を

少
し
く
減
や
る
の
み
。
石
面
は
黄
禍
色
の
銭
気
に
い
た
〈
浸
潤
せ
ら
る
。

(
F
)
 
京
都
市
椿
寺
境
内
後
見
墓
碑

一
基

〔
闘
版
第
一
九
、
・
4

a

、
二
五
〕

通
稀
椿

寺

は
上
京
巨
大
勝
軍
西
町
に
あ
ち
。
成
願
寺
の
西
約
一

町
本
訴
を
地
蔵
院
さ
云
ふ
。
(
地
図
)
大
正
十
一

年
四
月
、
小
山
源
治
君
嵐
山
観
棋
の
途
究
之
を
遁
り
て
業
の
境
内
な
る
八
重
散
格
の
南
方
六
七
問
「
豊
臣
太
閤

京
都
及
其
の
附
近
俊
行
の
切
支
丹
墓
碑

ム
F、



纂

枠

の

記

述

-'-
ノ、

秀
吉
会
御
愛
樹
、
五
色
八
重
椿
」
さ
題
せ
る
標
石
の
傍
に
.
手
水
鉢
f
し
し

て

用

ゐ

ら

れ

た

る

敢

徒

墓

碑

一

箇

を

後

見
せ
ら
れ
た
り
。
向
上
寸
仁
就
き
て
其
の
由
来
を
札
せ
る
仁
、
A
ー

よ

り

十

除

年

前

迄

は

庫

裡

の

南

方

茶

室

の

手

水

鉢
ざ
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
が
、
前
年
法
然
上
人
七
百
回
忌
の
際
、
本
堂
を
修
理
せ
ん
が
矯
め
、
茶
室
を
壊
も
、
従
っ
て

手
水
鉢
不
用
に
蹄
し
て
、
現
在
の
慮
に
移
せ
る
な
り
さ
云
ふ
も
、
其
の
以
前
の
来
歴
に
就
き
で
は
何
等
樽
ふ
る

所

無

し

間

墓

石

は

亦

た

花

筒

岩

を

以

て

作

L

リ
、
業
の
形
朕
大

ち
前

記

等

持

院

通

の

橋

豪

所
用
の
も
の
さ
相
符
合
す
。
卸

も
高
さ
一
尺
三
寸
五
分
、
幅
一
尺
二
寸
、
奥
行
一
尺
七
寸
二
分
あ
り
。
憾
ら
く
は
前
面
碑
銘
を
刻
せ
る
部
分
に
、
径

九
寸
、
深
四
寸
六
分
の
窪
蕗
を
穿
も
、
承
水
の
魚
に
せ
る
を
以
て
、
文
字
全
部
を
喪
失
せ
る
こ
さ
を
。
而
か
も
其
の

形
制
よ
り
察
し
て
、
西
数
徒
の
墓
碑
た
る
こ
さ
疑
を
容
れ
や
。

(
G
)
 
高
槻
在
清
渓
村
所
在
墓
碑

一
基

〔
闘
版
第
一
入
、
二
三
、
二
四
〕

清

浜

村

は

偶

津

凶

三

島

郡

高

槻

町

の

西

北

方

約

三

里

F

茨

木

躍

の

北

方

三

里
)
に
あ
り
。
同
村
字
千
提
寺
小
字

寺

山

さ

耕

す

る

里

道

の

小

正

上

に

耶

蘇

致

徒

墓

碑

の

存

す

る

事

は

橋

川

正

君

に

よ

り

て

皐

界

に

紹

介

せ

ら

え
(
夜
闘
)
橋
川
氏
の
該
墓
碑
を
見
た
る
は
大
正
九
年
九
月
の
こ
さ
じ
一
周
し
同
)
地
の
藤
波
大
超
君
の
報
道
じ

よ
り
之
を
知
ら
れ
た
る
こ
さ
は
同
君
の
「
史
林
」
誌
上
の
記
事
に
よ
り
て
明
な
り
e
墓

石

は

敷

十

年

以

前

よ

り

該

地
貼
に
ゐ
'
り
て
、
以
前
は
村
の
若
者
等
力
量
を
競
は
ん
が
潟
め
、
之
を
持
も
上
ぐ
る
こ
さ
を
常
さ
せ
り
さ
云
ふ
。

大

正

十

年

慕

碑

の

所

有

者

東

藤

次

郎

君

之

を

奥

保

村

ω
同

氏

邸

後

の

正
陵
に
移
置
し
て
今
日
仁
及
ぺ
り
。
此

の
京

石

さ

東

氏

さ

は

何

等

征

接

の

閥

係

は

存

せ

、

ざ

る

も

、

同

氏

邸

に

は

耶

蘇

敢

に

関

す

る

音

像

其

他

の

遺

物



を
多
数
じ
所
蔵
せ
ら
る
、
噌
}
さ
は
、
橋
川
君
の
巳
じ
記
せ
る
が
如
く
、
本
冊
別
掲
の
論
文
又
た
之
を
壷
せ
る
を

見
る
可
し
，

間
墓
石
は
花
山
岡
岩
を
以
て
作
り
、
高
さ
二
尺
一
寸
.
幅
中
央
仁
於
い
て

一
尺
二
寸
五
分
、
厚
同
六
寸
あ
り
。
表
面
文

宇
を
刻
せ
る
部
分
高
一
尺
三
寸
五
分
の
聞
を
一
段
低
く
し
、
頂
部
は
不
整
形
の
尖
頭
迫
持
肢
を
呈
す
。
特
に
凹

匿
を
設
け
ず
上
部
に
支
十
字
を
現
は
し
、
下
に
「
上
野
マ
リ
ノ
ヤ
」左
右
に
「
慶
長
八
年
」
「
正
月
十
日
)
(
西
暦
一
六

O
三

年
二
月
廿
一

日
)
さ
分
刻
せ
り
。
此
の
碑
石
は
底
部
六
寸
五
分
許
を
地
中
仁
埋
め
て
、
敢
て
牽
石
を
用
ゐ
ぎ
り
し

も
の
な
る
こ
さ
明
な
り
。
全
健
の
製
作
粗
末
な
れ
ざ
、
其
の
大
さ
に
於
い
て
、
以
上
諸
碑
石
中
最
も
大
な
る
も
の

に
腐
す
。

〔註】
(
1
〉
橋
川
正
君
「
北
誠
よ
り
俊
凡
し
た
る
切
支
井
造
物
」
(
先
林
、
第
六
港
第
一
波
)

第
二
章

墓
碑
の
形
式
ご
記
銘

〔
闘
版
第
二
ハ
l
二
五
〕

以

上

余

輩

は

近

年

京

都

市

附

近

に

於

い

て

愛

見

せ

ら

れ

た

る

切

支

丹

墓

碑

に

就

き

て

記

載

を

試

み

た

る

が
、
其
の
他
穂
、
さ
に
長
崎
稲
佐
悟
真
寺
に
於
い
て
古
賀
十
次
郎
氏
に
よ
り
て
注
意
せ
ら
れ
た
る
も
の
丈
た
昨

大

正

十

一

年

中

島

秀

雄

氏

に

よ

り

て

費

見

せ

ら

れ

た

る

肥

後

図

菊

池

郡

河

原

村

大

字

木

庭

墓

ン

山

所

在

の

数
基
等
ゐ
る
も
、
常
時
信
徒
の
総
数
莫
大
な
り
し
に
比
し
て
は
、
回
よ
り
九
牛
の

一
毛
に
過
ぎ
十
。
外
数
禁
過
の

結

果

敢

徒

の

遺

物

は

浬

滅

に

締

し

其

の

大

部

分

は

再

び

見

る

可

か

ら

ぎ

る

の

み

な

ら

令

。

年

践

の

経

過

に

於

け
る
自
然
的
喪
失
は
、
勝
来
の
後
見
じ
向
っ
て
、
必
し
も
多
大
の
希
望
を
繋
ぐ
能
は
ぎ
る
も
の
あ
り
。
吾
人
若
し

京
都
及
其
の
附
近
愛
凡
の
切
支
丹
菜
枠

」ー・
ノ、



"
日
川

・

‘

ー

副

支

古

'rt
の丹

-

(

墓

4

稗

・

彫

『

-

J

、
ノ
合
指

-
T
4
E
A

・71
ト

ベ
紳各

酬

種

p
'
l
E
E』
F
E
B
'
0
.

，v

、，ノ

J
l
川いめ
化
あ
り
。
(
岡
田
)
西
敬
中
ジ
ヤ
芥
エ

Y

に

よ

り

始

め

て

布

数

せ

ら

れ

、

最

も

勢

力

ゐ

り

し

耶

蘇

曾

。。

r
J
σ
2
2
5
p
円

H
F
H
g
z由
)
に
麗
す
る
も
の
は
、
英
の
数
振
の
記
章
を
誌
せ
り
。
似
し
軍
な
る
十
字
を
刻

干
山
ω

官
E
・
畠 十十

例
十r

ふ

十
円
ω

背揖
・稗
の
形
式
と
詑
銘

、
l

A
F
机
ト

今
日
.
慶
長
時
代
の
墓
石
が
、
仰
数
徒
の
も
の
に
於
い
て
す
ら
.
現
在
墓
地
仁
於
い
て
費
見
す

る

こ

さ

塞

々

た

る

を

思

は

V
A

、
慶
長
年
間
に
於
け
る
西
致
徒
の
思
碑
が
殆
ど
十
基
に
近
く
、

一
地
方
じ
存
在
せ
し
・
』
さ
は
寧
ろ
不
可
思
議
さ
せ
ざ
る
を
得
や
。
き
れ
ば
弐
に
此
の
限
ら

れ

た

る

資

料

に

基

き

て

、

営

時

西

数

徒

の

民

碑

の

形

式

に

就

き

て

考

設

を

試

む

る

も

必

し

も

早

計

じ

非

、ざ
る
可
し
。

(
A
)
 
コし==ロ

銘

先
づ
記
銘
の
形
式
仁
閲
し
て
、
諸
碑
通
有
す
る
所
を
言
は
ん
か
、
其
の
碑
銘
の
上
部
に
必

十

西

数

徒

を

表

明

す

可

き

記

章

十

字

形

を

刻

す

る

こ

さ

こ

れ

な

り

。

此

の

十

字

形

は

畢

簡

な
る
等
遜
希
臓
十
字
よ
り
、
稿
々
装
飾
的
な
る
三
葉
十
字
、
夏
じ
二
支
十
字
、
等
の
各
械
の
援

し
た
る
も
の
、
中
じ
も
、
此
曾
の
信
者
な
し
ご
云
ふ
を
符
令
。
た

Y

耶

蘇

曾

の

記

章

を

附

せ

ざ
る
も
の
の
中
に
、
営
時
布
教
の
他
仮
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
源
、
ド
ミ
ニ

コ

振

等

に

属

す

る

も

の

あ

り

さ

見

て

可

な

ら

む

。

又

た

波

々

泊

部

右

近

勝

監

の

墓

に

於

け

る

が

如

く

.

十

字

以

外

に
耶
蘇
受
難
の
時
の
釘
の
標
章
(
若
く
は
錨
)を

装

飾

ざ

し

て

臆

用

せ

し

も

の

あ

り

J

』
れ
吾

人

が

屡

々

書

籍

の

扉

紙

の

装

飾

的

標

章

等

仁

於

い

て

見

る

所

に

一周
す
。

死

者

の

姓

名

は

中

央

じ

刻

L.之
じ

俗

姓

名

或

は

俗

名

さ

数

名

古

を

併

記

す

る

も

の

あ



h
，
。
又
た
敷
名
の
み
を
中
央
に
書
し
、
俗
名
は
之
を
左
右
側
に
現
は
す
ニ
さ
ゐ
る
も
彼
等
が
数
徒
芭
し
て
特
仁

数

名

セ

重

ん

じ

、之

に

重

要

な

る

意

義

を

認

め

ん

さ

し

た

る

思

想

は

明

仁

看

取

す

可

き

な

り

。

死

者

の

残

年

月

は

之

を

左

右

し

傍

書

す

る

を

常

J

」
せ
る
が
、
之
に
は
営
時
通
用
の
我
が
年
蹴
を
以
て
す
る

も
の
多
く
、
た

Y

其
の
日
附
は
同
時
仁
西
数
の
西
暦
を
併
記
し
た
る
も
の
少
な
か
ら
や
。
此
の
墨
田
准
は
営
時
「
日

繰
」
ご
し
て
数
徒
の
生
活
上
に
切
要
な
る
も
の
な
り
し
は
、
浦
上
外
海
地
方
敬
徒
の
問
じ
停
は
れ
る
遺
物
に
よ

り

て

も

察

す

る

司

』

さ

を

得

又

允

我

が

年

競

を

用

ゐ

や

し

て

純

粋

仁

西

暦

を

用

金

御

出

世

以

来

何

年

古

書

せ

る
も
の
あ
り
し
こ
さ
、
亦
た
渋
々
泊
部
右
近
熔
監
の
墓
碑
仁
於
い
て
見
る
可
し
。
こ
れ
営
時
の
信
徒
聞
に
多
く

行

は

れ

し

こ

さ

天

正

十

二

年

経

馬

へ

赴

き

し

大

友

等

使

節

の

文

書

其

他

に

於

レ

て

巳

に

之

を

見

る

、

而

か

も

な
は
其
間
仁
年
の
干
支
を
併
記
し
た
る
は
‘
彼
等
が
西
敬
徒
ざ
し
て
の
生
活
さ
共
仁
、
他
の
世
曾
さ
全
く
交
渉

を

絶

つ

能

は

ぎ

り

し

形

勢

を

認

む

可

き

な

り

。

記

銘

の

文

字

は

耶

蘇

曾

の

記

章

に

於

け

る

栓

丁

文

字

を

除

、
J
2
.
漢
字
さ
仮
名
さ
を
用
ゐ
た
り
。
而
か
も
仮
名

は
数
名
を
お
す
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
や
、
俗
都
じ
於
い
て
も
、
?
の
ふ
注
や
」
「
い
し
」
の
場
合
の
如
く
之
を
使

用
せ
る
も
の
あ
る
を
注
意
す
可
し
』
仮
名
に
は
平
仮
名
多
き
も
「
上
野

7
y
ヤ
一
の
却
く
片
似
名
も
こ
れ
無
き
に

非

十

。

思

ふ

に

似

名

の

碑

銘

に

現

は

れ

た

る

尤

も

古

き

も

の

は

、

筑

前

宗

像

紳

祉

の

阿

禰

陀

経

石

の

添

刻

に

於

い
て
之
を
見
る
可
く
、
巳
に
鎌
倉
初
期
承
久
二
年
に
在
り
。
又
た
其
前
後
に
於
い
て
も
克
、
鏡
.
鰐
口
等
の
記
銘
に

添
刻
或
は
完
全
国
的
の
部
分
に
仮
名
を
交
へ
た
る
も
の
あ
れ
ど
.
此
等
は
無
串
の
工
匠
若
し
く
は
地
方
人
士
の

手

に

成

b
し

も

の

に

過

ぎ

ざ

り

し

が

此

の

耶

蘇

数

徒

墓

碑

仁

至

り

で

は

、

回

よ

り

其

の

数

徒

が

貴

族

的

方

面

よ
り
も
、
一
般
下
層
一
枇
舎
じ
分
布
せ
る
も
の
多
く
、
又
た
葉
の
数
理
の
性
質
等
よ
ち
す
る
も
平
民
的
民
衆
的
傾

京
都
及
其
の
附
近
畿
凡
の
切
支
丹
墓
碑

六
五



業
稗
の
形
式
と
記
銘

向

大

な

る

も

の

あ

り

し

こ

さ

は

.

般

名

文

字

の

如

き

通

俗

文

字

を

採

用

す

る

に

好

都

合

な

b
し
さ
は
云
へ
、
一

六
六

方

に

於

い

て

は

欧

洲

語

の

数

名

等

は

、

之

を

寓

す

に

仮

名

を

以

て

す

る

こ

さ

の

絶

劃

的

必

要

を

戚

じ

た

る

や

云

ふ

迄

も

無

し

。

而

か

も

強

ゐ

て

高

葉

仮

名

の

却

さ

を

以

て

せ

ざ

り

し

髭

に

彼

等

の

平

民

的

思

想

の

費

現

を

岡I¥t誇

i有s
見

る

可

し

。

斯

の

如

く

に

し

て

余

輩

は

耶

蘇

数

徒

墓

碑

に

至

り

て

副

宇

允

る

仮

名

だ

金

石

碑

銘

の

文

字

ざ

し

て

、

始

め

て

漢

字

さ

同

等

の

地

歩

を

占

む

る

じ

歪

り

し

こ

さ

を

認

む

る

は

、

本

邦

金

石

史

上

頗

る

注

意

す

可

き

現

象

な

る

を

思

は

十

ん

ば

あ

ら

子

又

た

仮

名

を

碑

銘

に

採

用

し

て

漢

字

さ

混

記

す

る

自

然

の

結

果

ざ

し

て

棺

苦

よ

り

も

草

行

の

書

健

の

方

通

営

な

る

を

以

て

、

耶

蘇

致

徒

墓

碑

仁

於

い

て

行

草
の
漢
字
鵠
を
多
く
見
る
に
至
れ
る
は
、
亦
興
味
あ
る
現
象
ぜ
な
す
。

【
詮
】
(
1
〉
長
崎
市
稲
佐
の
悟
民
寺
(
滞
土
宗
〉
の
和
閑
人
前
哨
地
域
内
右
方
手
前
に
あ
り
。
大
正
六
年
六
月
古
賀
十
次
郎
君
の

東
道
に
よ
り
て
新
村
出
之
を
一
見
せ
る
が
、
全
惚
は
郊
鉾
形
の
石
棺
葉
扶
の
も
の
に
し
て
、
長
さ
四
尺
に
近
〈
、

=
一
筒
の
石
を
聯
接
し
て
作
る
。
業
の
一
一
自
に
耶
獄
舎
の
徽
章
を
現
は
し
、
縁
遠
に
も
欧
字
の
如
き
も
の
あ
り
、
表

面
に
は
何
等
の
女
字
な
し
。其
の
商
人
の
も
の
な
る
や
、
特
た
邦
人
の
も
の
な
る
や
明
に
し
鍛
き
も
恐
〈
は
前

者
な
ら
む
。
今
ま
世
師
時
新
村
り
潟
生
せ
る
岬
町
間
(
第
八
闘
)
を
枠
訟
に
掲
げ
て
参
考
に
供
す
ベ
新
村
尚
「
慶
長
年
間

の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
慕
枠
」
(
前
出
〉

(

2

)

大
正
十
一
年
中
島
秀
雄
君
の
品
目
見
に
係
り
、
突
い
で
菊
地
高
等
女
暴
校
教
訟
の
踏
査
に
よ
り
て
其
の
放
を
暗
唱

し

、

今

主

凡

て

六

廿

郡

あ

り

、

熊

本

線

史

蹟

調

木

見

合

主

査

古

賀

徳

義

聞

を

距

る

L

こ
と
遠
か
ら
ざ
る
可
き
か
。
古
賀
女
鳳
一
士
所
腐
の
潟

君
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
石
賀
は
凝
灰
岩
に
し
て
其
面
は
組
く
、
形
民
に
よ
り
て
英
の
形
状
を
貌
ふ
可
し
。
(
第
六
闘
)

は
将
棋
駒
裂
に
し
て
、
高
さ
一
尺
八
九
寸
よ
り
ニ
尺
穴
寸
に
を
る

(

3

)

浦
上
外
海
地
方
の
欝
信
徒
聞
に
傍
へ
し
、
慶
長
年
閣
の
『
日
繰
」
参

表
面
に
た
Y

十

字

を

刻

す

る

の

み

に

し

て

、

何

等

の

文

字

を

銘

せ

照

(

「

公

教

曾

の

復

活

」

前

向

)

ず

。

従

て

其

の

精

確

な

る

年

代

を

知

る

能

は

ず

と

錐

も

、

慶

長

年

〈

4
)
羅
馬
グ
ア
チ
刀
/
女
書
館
蔵
大
友
使
節
の
グ
エ
ネ
チ
ヤ
に
残
せ
る

T
1
1
5
L

一
回
、
.
ノ
・30
-

げ

ウ

・
1

M

、

司

-
H
A

E
'
f
‘、
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茶
枠
の
形
式
と
詑
銘

曾

数

師

の

西

信

李

琢

資

等

の

墳

墓

の

支

那

北

京

枇

航

児

に

存

在

せ

る

も

の

に

、

此

種

の

形

式

を

認

む

ば

れ

ざ

六パヘ

も
之
仁
在
り
で
は
其
の
棺
身
部
は
長
方
林
を
な
し
、
建
築
的
細
部
を
有
し
.
蓋
部
は
柑
砕
き
蒲
鉾
形
な

b
。
即
ち
遺

骸
を
棺
身
部
に
臥
位
仁
埋
置
す
可
き
石
棺
(
宮
吋
3
1
5吉
国
)
の
形
式
に
外
な
ら
や
。
然
る
仁
我
が
数
徒
の
墓
碑
に

於
い
て
は
、
車
な
る
蓋
ざ
し
て
は
厚
き
に
過
ぎ
、
竿
ば
相
身
部
さ
結
合
せ
る
が
如

闘九第

う
形
式
に
し
て
、
而
か
も
其
の
奥
行
は

一
尺
敷
寸
に
過
ぎ
守
、
寝
棺
の
上
に
置
く

可
く
も
あ
ら
や
、
恐
ら
く
は
坐
位
に
埋
葬
せ
る
墓
地
上
に
、
即
単
な
る
碑
石
ざ
し
て

闘略慕仁懐南京北

置
く
に
至
れ
る
な
ゐ
可
し
.
印
も
其
の
形
式
は
石
精
よ
り
出
で
た
る
も
、
其
の
遺

骸
を
納
む
可
き
本
来
の
意
義
は
全
く
失
は
れ
て
、
た

Y

紀

念

物

的

存

在

を

有

す

る

に

至

れ

る

も

の

な

り

。

而

し

て

一

方

に

於

い

て

は

此

の

蒲

鉾

形

墓

碑

の

表

面

に
が
、
け
る
字
国
形
の
頭
部
は
、在

来

の

光

背

形

板

碑

的

墓

碑

に

影

響

し

て

業

の

(Fig. ¥J) 

尖
頭
形
部
を
改
め
て
、
固
形
迫
持
朕
さ
な
す
に
至
れ
る
は
、
頗
る
注
意
す
可
き
現

象
さ
な
す
。

要
之
。
耶
蘇
数
の
侍
播
は
某
の
敬
義
に
が
、
け
る
さ
共
に
、
本
邦
幕
碑
の
形
式
じ

在

来

の

形

式

以

外

仁

西

洋

の

石

棺

よ

り

脱

化

せ

る

蒲

鉾

形

の

墓

碑

の

新

形

式

を

費

生

し

・

又

た

こ

れ

が

影

響

仁

よ

り

光

背

形

板

碑

の

形

式

に

も

固

顕

の

一

一

捷

樟

を

産

出

す

る

に

至

ら

し

め

た

る

さ

同

時

仁

一

方

に

は

在

来

の

偽

敢

徒

墓

石

と

殆

ど

全

く

同

一

の

形

式

を

襲

用

し

た

る

も

の

あ

る

を

知

る

可

し

。

此

の

貼

に

於

い

て

は

常
時
切
支
丹
宗
が
或
は
西
域
働
法
の
一
振
ご
し
て
認
め
ら
れ
.
其
の
曾
堂
は
「
寺
」
を
以
て
稀
せ
ら
れ
、
墓
碑
に
於

い

て

も

或

る

程

度

迄

其

の

妥

協

す

可

か

ら

ざ

る

反

封

宗

敢

た

る

偶

数

徒

り

形

式

を

襲

用

し

た

る

形

勢

は

恰



?とく

り相

し容

をれ

認ぎ

むる

可羅

き馬
な古

り。(~)宗
散
さ

-二入

も
羅
馬
帝
国
に
行
は
れ
た
る
初
期
基
督
数
徒
の
墳
墓
、
業
他
の
象
形
戸
、
術
・
の
方
面
に
於
い
て
、
其
の
数
理
上
金

ム
勾
遺
業
に
影
響
せ
ら
る
、
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
さ
同
一
般

レ

一

間十第

【註〕
(
I
)

北
京
棚
欄
見
天
宇
一
堂
装
地

(
2
2
2
m
g
p
vユ
ロ
拘
笹
山
田
)
に
関
し
て

は
京
都
市
民
感
研
究
舎
に
於
い
て
大
正
九
年
十
一
月
新
村
尚
「
北
京

の
天
中
川
基
」
と
題
し
て
講
演
す
る
し
所
あ
り
。
な
ほ
石
田
幹
之
助
君

「
マ
テ
ォ
・
リ
ッ
チ
、
ア
ダ
ム
・
シ
ヤ
ー
ル
、
フ
ヱ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
・
フ
ユ

ル
ピ

l

ス
ト
等
の
慕
に
就
い
て
」
(
市
民
感
雑
誌
、
第
サ
八
編
第
十
二

波
)
加
波
利
貞
君
「
北
京
阜
城
門
外
棚
欄
児
の
耶
蘇
含
地
」
(
照
由
民
と

地
理
、
第
七
谷
第
三
波
〉
等
ば
最
近
の
所
見
を
託
さ
れ
た
り
。
古

〈
は
コ
ル
ヂ
ェ
l
「
支
那
番
目
」

(の
czr-
百
一
三
一
一
三

2
p
m
Z
E
)

第
二
谷
〉
資
一伯
械
著
「
正
教
米
褒
」
、
劉
何
等
撰
「
帝
京
長
物
略
」
等

の
前
様
を
参
考
す
可
し
。

(

2

)

明
治
初
年
(
一
八
七

0
1
七
二
年
)
長
崎
浦
上
教
徒
鹿
児
島
に
流
放

せ
ら
れ
て
死
亡
し
た
る
も
の
ふ
纂
は
其
の
年
代
版
る
新
し
き
も
、

亦
た
多
少
参
考
に
す
る
に
足
ら
ん
か
。
「
日
本
布
教
五
十
年
祭
L
dロ

P
E
O
M
E
r
-
5ロ
-
E
S
-
-】
2
5
第
サ
八
頁
に
封
ず
る
持
闘

を
見
よ
。

つ
け
〉
抽
出
国
耕
作
、
初
期
基
督
教
の
美
術
」
(
宗
教
研
究
‘第
二
年
第
七
時
鴨
)

来仁1要南京北(Fig. 10) 

第

章

京
都
に
於
け
る
南
蚤
寺
ご
其
の
寒
地

〔
巻
末
地
問
〕

吉
利
支
丹
墓
石
接
見
の
多
数
が
京
都
の
西
北
方
の
地
域
に
偏
在
せ
る
は
営
代
の
天
主
堂
墓
地
の
位
置
の

み
な
ら
や
、
天
主
堂
そ
の
も
の
の
位
置
に
閥
し
有
力
な
る
資
料
を
供
せ
し
も
の
さ
す
@
そ
の
頃
吉
利
支
丹
某
地

京
都
及
其
の
附
近
棋
院
見
の
切
支
丹
慕
砕

さ
信
徒
所
属
の
曾
堂
さ
の
闘
係
並
に
距
離
等
に
就
き
て
は
判
然
た
ら
や
、
向
又
諸
曾
堂
を
通
じ
或
は
諸
門
仮

六
九



京
都
に
於
け
る
南
刷
費
寺
と
英
の
慕
地

七
O 

を

通

じ

墓

地

共

同

な

り

し

ゃ

散

在

な

h
し

や

じ

関

し

で

も

直

に

断

定

し

難

き

も

の

あ

れ

ざ

も

ぎ

も

か

く

同

門

涙

中

な

る

二

三

天

主

堂

共

同

の

墓

地

は

所

属

天

主

堂

の

比

較

的

近

隣

仁

設

げ

ら

れ

し

も

の

さ

考

へ

て

差

支
な
か
ら
ん
。
印
も
上
述
吉
利
支
丹
墓
石
が
北
野
及
び
其
西
部
乃
至
西
の
京
区
域
に
後
見
せ
ら
れ
し
に
よ
り
、

吉

利

支

丹

墓

地

及

び

葉

閥

係

曾

堂

も

大

隠

そ

の

遜

に

存

在

せ

し

も

の

さ

認

め

て

可

な

る

ぺ

し

さ

考

へ

ら

る

る
な
り
.

我

邦

の

記

録

及

び
編

史

に

操

る

に

京

都

の

吉

利

支

丹

寺

は

前

後

通

じ

て

数

ケ

所

あ

り

し

も

の

の
如
し
。
彼

土

編

纂

の

布

数

史

及

び

其

資

料

ざ

な

り

し

日

』本

在

留

宣

数

師

の

報

告

書

に

は

稀

じ

甚

漠

然

た

る

方

角

を

記

載
せ
る
か
、
然
ら
す
ん
ば
全
く
場
所
を
指
さ
ざ
る
が
故
仁
、
曾
堂
の
位
置
じ
つ
い
て
は
其
側
の
史
料
よ

h'
は

得

る

所

極

め

て

少

か

り

し

な

り

。

京

都

の

地

誌

並

に

地

闘

に

い

は

ゆ

る

ダ

イ

ヲ

ス

町

又

は

ダ

イ

ク

ス

の

闘

子

は

、

必

中

し

も

常

仁

天

主

堂

又

は

艦

拝

堂

の
遺
祉
を
示
す
さ
は
限
ら
中
、
時
に
信
徒
の
多
き
町
内
な

ざ

を

指

し

た

る

こ

さ

も

ゐ

る

べ
け

れ

ざ

矢

張

り

奮

停

の

如

〈

主

ざ

し

て

曾

堂

其

他

類

似

の

建

物

の

在

り

し

場

所

を

示

すか
み

も

の

さ

認

め

て

可

な

ら

ん

。

以

上

内

外

各

荷

の

史

料

を

綜

合

し

て

考

ム

る

に

慶

長

前

後

を

通

じ

て

京

都

の

上

山
町
刊
に
わ
た
り
て
少
く
さ
も
数
ケ
所
の
場
所
を
指
摘
し
得
ら
る
、
な
り
。

陪

・

う

す

品

川

ら

》

[

侃
宇
子
柳
町
も
吉
利
支
丹
数
徒
の
駆
逐
が
最
後
に
行
は
れ
し
は
.
慶
長
十
九
年
.
西
紀
一
・
六
一
四
年
じ
あ
り

し

が

、

其

際

存

立

し

て

焼

梯

は

れ

し

寺

院

は

二

ケ

守

じ

し

て

此

以

外

じ

は

存

せ

ざ

b
し

さ

は

言

ふ

べ

か

ら

ざ

る

も

我

闘

の

確

買

な

る

記

録

上

に

は

之

を

明

示

せ

や

。

ニ

ケ

所

さ

は

、

一

は

北

野

透

又

は

西

の

京

に

あ

り

し

も

の
他
は
四
僚
町
中
じ
あ
り
し
も
の
さ
す
。
「
嘗
代
記
」
慶
長
十
九
年
正
月
十
八
日
の
僚
に
「
伴
天
連
師
匠
寺
有
二
ケ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

所
、
右
之
内
西
京
寺
は
被
焼
抑
、
四
保
町
中
仁
有
之
寺
は
厭
類
火
、
コ
ポ
チ
ア
被
火
付
一定
見

b
.
西
洞
院
「
時
慶
卿
記
」



0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
 

に
安
イ
ク
ス
門
徒
所
梯
、
晩
に
北
町
遜
在
之
寺
を
被
焼
拾
」
ど
記
せ

b
。
西
の
京
の
寺
吉
見
ゆ
る
さ
、
北
野
遁
仁
在

。。
る
寺
さ
記
す
る
さ
は
同
一
寺
な
る
に
相
違
な
し
。
四
保
町
中
さ
い
へ
る
に
就
き
で
は
疑
問
あ
り
。
後
に
遮
ぶ
ぺ

レ
グ
リ

1
4ス
シ

ヤ

ペ

ル

メ

1
T
ン

し
。
ク
ラ
ツ
セ
の
「
日
本
布
数
史
」
に
は
、
こ
の
時
耶
蘇
曾
師
父
の
一
曾
堂
さ
蹄
拝
堂
二
宇
さ
彼
等
の
居
宅
一
軒
さ

。

ν
グ
リ
ー
ス

ス
の
「
日
本
基
督
数
史
一
仁
は
た

Y

曾
堂
を
複
数
に
記
る
せ
る
の
み
に
て
、
箇

を
破
壊
し
た
る
由
記
載
し
、
バ
ク
エ

教
を
示
さ
十
。
悲
督
散
じ
関
す
る
各
種
の
建
物
に
つ
き
て
営
代
日
本
の
記
録
は

レ
グ
リ

ガ

シ

ヤ

〈

ル

野
又
は
西
の
京
の
そ
れ
が
舎
堂
に
し
て
四
僚
の
そ
れ
が
・
鵡
拝
堂
な
り
し
に
や
、
或
は
そ
の
逆
な
り
し
に
や
等

一
々
之
を
区
別
せ
ぎ
れ
ば
、
北

の
問
題
に
つ
き
で
何
等
断
定
を
施
し
難
し
さ
す
の
い
づ
れ
に
せ
よ
、
墓
石
瑳
見
の
直
域
は
.
大
開
北
野
遜
又
は
西

の
京

を
外
れ
ざ
る
は
、
営
代
記
さ
時
慶
卿
記
さ
の
所
載
に
封
し
て
.
之
に
確
買
な
る
一
墨
書
を
な
せ
る
も
の
さ
謂

は
ざ
る
可
ら
中
。

編
遁
の
年
代
割
合
仁
古
く
、
又
同
種
の
書
物
中
に
て
は
割
合
仁
正
確
さ
認
む
ぺ
主
吉
利
支
丹
物
語
均
一
一
一肘
じ

は
慶
長
年
聞
に
、
一
保
油
小
路
に
大
寺
を
建
て
た
る
由
を
記
せ
ら
こ
れ
「
薙
州
府
志
」
時
臥
に
術
祈
辻
子
(
大
宇
須
辻

子
)
ご
い
ふ
が

一
候
北
油
小
路
さ
堀
河
さ
の
聞
に
在
り
さ
云
へ
る
に
合
致
し
た
り
。
こ
の
町
名
は
克
永
年
間
の

最
古
の
京
都
国
を
始
め
、
慶
安
寛
文
元
職
享
保
の
地
固
に
も

4rい
う
す
の
づ
し
」
又
は
「
大
う
す
丁
」
さ
記
入
し
て

後
世
に
及
ぺ
h
y
。
太
田
錦
城
が
文
政
年
中
在
洛
中
、
こ
の
遺
祉
を
見
て
、
一
保
良
橋
の
東
北
の
地
を
南
脇
田
h
~寸
の
廃

嘘
さ
認
め
、
「
A
1
は
師
家
方
の
屋
敷
ざ
な
り
て
片
側
町
な
り
」
ど
記
る
せ
る
が
如
く
、
こ
の
地
貼
は
、
上
京
の
良
地
さ

し
て
、
ク
ラ
ツ
セ
の
「
日
本
布
数
史
」
に
、
従
前
の
天
主
堂
は
下
京
に
建
て
ら
れ

k

b
し
も
の
な
る
が
、
一
六

O
四
年

慶

長

九

年

再

建

の

機

に

は

、

上

京

仁

地

を

相

し

貴

族

の

邸

宅

に

接

近

し

て

建

立

す

る

こ

さ

を

許

さ

れ

た

り

さ

て
、
業
成
功
を
誇
れ
る
こ
さ
見
ゆ
。
蓋
し
以
上
の
史
籍
地
誌
等
に
載
す
る
所
の
曾
堂
を
い
ふ
な
る
ぺ
し
。
但
し
錦

京
都
万
其
の
附
近
俊
見
の
切
支
丹
墓
碑

七



京
都
に
於
け
る
南
出
留
守
と
莫
の
寒
地

ーヒ

城
が
「
梧
窓
漫
筆
拾
遺
」
に
右
の
事
を
遮
ぺ
し
際
、
そ
を
信
長
時
代
の
市
畿
寺
の
廉
祉
さ
考
へ
た
る
は
誤
謬
な
り
ψ

此
一
保
油
小
路
乃
至
城
河
迭
の
寺
、
嚢
に
予
の
所
謂
新
南
盛
寺
は
.
慶
長
九
年
の
建
立
に
か
、
り
し
が
、
十
年

の
後
、
慶
長
十
九
年
焼
梯
の
際
に
は
、
低
に
存
在
せ
ざ
り
し
に
似
た
り
。
業
等
が
其
後
北
野
或
は
西
の
京
に
移
轄

せ
し
仁
や
‘
種
々
の
疑
惑
を
生
十
ぺ
き
も
ぶ
ー
は
直
に
之
を
決
定
し
難
し
さ
す
。

四
保
町
中
じ
あ
り
し
ぎ
「
営
代
記
」
に
見
ゆ
る
は
、
四
保
遁
遁
の
何
蕗
な
り
し
か
、
是
亦
位
置
を
決
し
難
し
。
さ
は

れ
克
永
年
代
の
新
奮
南
版
の
京
都
古
聞
に
困
保
堀
川
西
に
「
大
う
す
丁
」
ψ

町
名
見
'
口
、
慶
安
五
年
ま
で
は
何
其

町
名
を
存
せ
り
。
此
地
或
は
慶
長
十
九
年
焼
抑
は
れ
し
寺
の
所
花
を
示
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
信
長
時
代
に

四
保
坊
門
(
蛸
薬
師
通
)
に
建
て
ら
れ
し
さ
い
ふ
所
謂
南
蜜
寺
を
、
葉
通
り
の
西
部
に
仮
定
せ
や
し
て
、
之
を
束
部

鴨
涯
の
地
に
擬
定
せ
ん
さ
す
る
設
あ
れ
ざ
も
、
そ
は
車
に
石
垣
町
ま
た
先
斗
町
な
ぜ
」
の
町
名
よ
り
想
像
附
命
日

せ
し
に
過
ぎ
十
。
石
垣
町
は
南
盤

ιの
石
垣
じ
由
り
て
命
名
せ
ら
村
し
に
あ
ち
ゃ
、
唯
鴨
川
仁
沿
う
て
築
か
れ

ポ

シ

ト

し
石
垣
に
接
せ
る
新
開
地
の
み
先
斗
に
至
つ
て
は
、
蓋
し
南
鐙
博
英
の
賀
情
多
よ
り
出
で
、
鴨
川
れ
の
洲
崎
地

に

附

興

せ

ら

れ

し

元

職

時

代

の

洗

行

語

を

取

b
し
も
の
じ
し
て
、
吉
利
支
丹
に
渉
ら
や
‘

克
永
の
「
吉
利
支
丹
物
語
」
仁
は
、
五
傑
期
川
に
大
寺
を
建
て
た
る
向
見
ゆ
。
是
或
は
慶
長
の
末
年
仁
投
却
せ
ら

れ

し

四

保

町

中

の

寺

さ

同

一

の

地

に

は

あ

ら

ざ

る

か

。

即

も

慶

長

以

前

の

吉

利

支

丹

寺

の

康

雄

に

再

建

せ

ら

れ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
さ
も
推
測
せ
ら
る
。
従
ひ
て
寛
永
の
古
地
闘
に
載
せ
た
る
四
傍
城
川
の
位
置
を
、
吉

利

支

丹

寺

の

遺

蹟

さ

限

定

せ

ん

に

は

、

物

語

に

五

傑

堀

川

さ

あ

る

は

四

候

堀

川

の

設

に

は

あ

ら

十

や

さ

も

考

へ
ら
る
ぺ
し
。
物
語
も
古
闘
も
、
慶
長
十
九
年
よ
り
は
約
二
十
五
午
後
の
編
纂
な
り
。

更
じ
二
十
五
年
を
下
り
て
克
文
五
年
出
版
の
「
京
雀
]
港
二
に
、
釜
座
附
抜
過
の
高
辻
下
る
所
に
「
に
い
う
す
町
」



の
名
を
掲
げ
、
秀
吉
が
破
壊
し
た
る
南
蜜
寺
の
奮
祉
な
り
さ
せ
り
。
同
書
忽
六
じ
は
、
五
僚
松
原
遁
新
町
西
へ
入

る
所
、
薮
の
下
町
よ
り
北
へ
上
る
町
を
「
に
い
う
す
町
」
ご
稀
し
、
秀
吉
時
代
に
数
徒
住
し
た
る
を
破
壊
せ
る
趣
見

ゆ
。
惟
ふ
に
同
書
二
ケ
所
に
車
内
¥
る
所
、
同
一

の

地

を

指

す

も

の

な

る

に

相

違

な

く

、

皐

寛

こ

の

高

辻

松

原

間

な

る
五
健
坊
門
の
地
は
.
或
は
夏
仁
後
れ
て
元
秘
頃
じ
編
纂
せ
ら
れ
し
俗
書
「
一雨
蜜
寺
興
廃
記
」
等
に
、
四
保
坊
門
を

信

長

が

建

立

を

許

可

し

秀

吉

が

破

壊

を

命

令

せ

る

南

蜜

寺

の

所

在

ど

な

せ

ざ

も

、

そ

は

寧

ろ

五

保

坊

門

の

地

に
擬
定
す
ぺ
き
に
あ
ら
ぎ
る
か
。
四
保
坊
門
さ
記
せ
る
書
物
は
、
後
世
の
所
停
に
し
て
而
も
信
用
法
、
き
野
乗
の

類
な
れ
ば
、
予
輩
は
、
比
較
的
古
く
編
せ
ら
れ
、
比
械
的
信
濃
す
ぺ

、三
吉
利
支
丹
物
語
」
さ
「
京
雀
」
ご
の
所
記
に
傾
き

て
、
寧
ろ
五
僚
坊
門
ざ
す
る
方
異
に
近
し
さ
思
惟
す
る
な
り
。

以
上
事
ヤ
る
所
の
慶
長
、
寛
文
問
凡
そ
五
十
年
間
の
所
記
所
停
じ
よ
れ
ば
、
前
後
通
じ
て
上
京
に
二
ケ
寺
、
下

京
に
ニ
ヶ
寺
あ
り
し
が
如
し
。
的
も
上
京
仁
は
、
一
保
油
小
路
選
の
良
地
さ
北
野
又
は
西
の
京
の
遜
地
さ
の
二

ケ
所
、
下
京
に
は
四
懐
旧
州
川
さ
五
傑
坊
門
さ
の
二
ケ
所
を
擬
定
す

ぺ
し
。
近
年
後
見
せ
ら
れ
し
墓
石
の
位
依
よ

り
云
へ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
こ
の
四
筒

寺

中
の

一
寺

に
麗
せ
し
墓
地
の
も
の
に
て
、
そ
は
北
野
乃
歪
西
の
京
の
寺
に

所
属
の
墓
域
よ
り
出
で
し
さ
す
ぺ
・
き
か
.
或
は
四
ケ

寺

共

同

の

墓

地

を

偶

々

彼

の

遜

に

有

せ

し

も

の

ざ

す

べ

き
か
、
種
々
の
推
量
を
容
る
べ
き
も
の
ご
す
。

慶

長

四

五

年

以

後

京

都

の

吉

利

支

丹

復

活

し

来

り

.同

九

年

天

主

堂

再

建

の

許

可

を

輿

へ

ら

れ

し

前

後

よ

り

の

紀

年

あ

る

墓

誌

を

通

覧

す

る

に

、最

も

古

き

を
慶
長
七
年
ざ
し
、
最
も
下
れ
る
を
慶
長
十
五
年
ざ
す
。
今
こ

の

九

年

間

に

於

け

る

京

都

の

天

主

数

界

の

版

況

を

一

瞥

す

ぺ

し

。

慶

長

十

一

年

林

選

者

兄

弟

が

松

永

貞

徳

の

紹

介

に

よ

り

て

不

干

侍

者

を

訪

ひ

て

問

答

せ

し

ニ

さ

あ

り

。

其

前

年

に

は

こ

、

に

妙

貞

問

答

書

の

編

逃

せ

ら

京
都
北
其
の
附
近
後
凡
の
切
支
汁
築
一
曲
叶

ーと



京
都
に
於
け
る
南
脂
質
守
と
其
の
背
培
地

七
凶

れ

し

あ

り

。

殊

に

算

皐

に

達

し

之

を

以

て

東

洋

人

を

数

ふ

ぺ

〈

渡

来

し

慶

長

中

期

京

都

仁

耽

険

r聞
き

て

貴

族

を

導

、ざ

し

さ

い

ふ

ス

ピ

ノ

l
ラ
あ
り
慶
長
十
五
年
「
こ
ん
て
ん
っ
す
.
む
ん
地
」

ω
和

課

本

を

開

版

せ

し

原

因

ア

シ

ト

l
-
一
ヨ

活

版

所

の

如

き

あ

り

慶

長

十

八

年

英

人

セ

!

?

ス

入

洛

の

を

り

に

盛

況

な

り

し

さ

停

へ

ら

る
、
、
耶
蘇
曾
畢
林
あ
り
。
但
し
甲
}
は
吉
利
支
丹
寺
院
破
壊
の
前
年
仁
営
れ
り
。
こ
の
最
後
の
十
傍
年
間
の
宗
門

隆
盛
は
.
信
長
時
代
に
比
し
て
決
し
て
劣
り
た
る
も
の
に
あ
ら
ぎ
ら
ん
。
牌
来
吉
利
支
丹
墓
誌
が
、
更
に
異
れ
る

年

間

の

も

の

さ

叉

京

都

に

近

接

し

て

更

に

異

れ

る

地

域

の

も

の

さ

が

捺

見

せ

ら

れ

て

予

輩

の

弦

究

を

し

て

歩

一

歩

進

ま

し

め

ぎ

る

限

り

は

予

輩

は

姑

く

如

上

の

概

観

を

試

み

て

止

ま

ん

ざ

す

る

な

り

e

尤

も

京

都

の

西

南

方

に

営

る

西

寺

附

近

よ

り

墓

石

占

簡

を

後

見

せ

ら

れ

し

こ

さ

わ

り

。

是

れ

勿

論

遠

方

よ

り
運
搬
せ
ら
れ
し
も
の
に
あ
ら
や
し
て
、
元
来
其
附
近
に
存
せ
し
も
の
に
相
違
な
か
る
ぺ
き
も
.
此
地
じ
接
し

て

亦

一

簡

の

天

主

堂

の

設

立

せ

ら

れ

た

り

し

こ

さ

を

推

定

せ

ん

は

梢

早

計

に

近

か

ら

ん

。

コ
-
u
v

ヤ
M
T

エ

Y

が
徒
勢
仁
し
て
京
都
を
去
り
し
以
後
九
年
、
永
誠
三
年

京
畿
最
初
の
宣
敬
師
ガ
ス
'
バ

y
・4
7

レ

l
-フ
に
よ
り
て
京
都
の
一
隅
に
先
づ
櫨
拝
堂
を
設
げ
、
尋
で
曾

堂

を

建

遡
っ
て
考
ふ
る
仁
、
富
一
一
フ
ラ
ン
ジ
ス

て
し
は
、
将
軍
足
利
義
輝
の
時
代
に
し
て
爾
来
京
都
の
天
主
堂
は
擁
衰
常
な
ら
十
。
三
好
松
永
二
氏
の
権
を
握

り

し

永

勝

年

代

よ

り

和

田

惟

政

が

牌

軍

義

昭

及

び

織

田

信

長

の

下

仁

、

Y

イ
ス
・
プ
ロ
イ
ス
(
所
謂
ヤ
リ
イ
ス
)
を

保
護
せ
し
永
誠
元
亀
の
交
を
経
て
、
信
長
の
樺
勢
を
握
L

リ

し

天

正

前

竿

期

閉

じ

至

れ

ば

オ

Y

ガ
ン
チ

l
ノ
(
所

謂
ウ
/

Y

ガ
ン
件
天
蓮
)
の
宣
数
隆
盛
時
代
に
入
る
。
是
よ
り
以
前
、
永
誠
年
間
の
数
年
さ
一
冗
亀
天
正
初
年
聞
の
数

年
さ
信
長
時
代
の
天
正
前
竿
期
間
六
七
年
さ
の
中
聞
に
は
亦
各
敷
年
問
、
戦
飢
等
の
矯
め
天
主
堂
の
康
絶
、
師

父
の
避
難
、
信
徒
の
離
散
な
ざ
を
見
だ
り
し
が
、
天
正
四
年
七
月
十
一

日
(
西
紀
一
五
七
六
年
八
月
十
五
日
)
じ
至



り

て

新

姥

天

主

堂

の

奉

献

式

を

盛

大

に

暴

行

せ

り

。

信

長

の

保

護

じ

よ

り

て

創

建

せ

ら

れ

し

さ

い

ふ

南

蜜

寺

な
る
も
の
は
、
永
織
の
末
年
フ
ロ
イ
ス
建
立
の
も
の
じ
は
あ
ら
で
.
寧
ろ
此
の
天
王
四
年
オ

Y

ガ
ン
チ

l
ノ
建

立

の

も

の

を

侍

へ
し
に
は
あ
ら
ぎ
る
か
、
或
は
叉
二

寺

を

混

同

せ

し

も

の

さ

も

考

へ

ら

れ

ざ

る

に

あ

ら

中

。

必

し

も

永

織

さ

い

ふ

年

就

仁

の

み

拘

泥

し

て

考

ふ

る

に

及

ば

ざ

る

ぺ

し

。

天

正

十

年

本

能

寺

の
盤
以
後
、
京
む
南
鐙
寺
復
振
は
令
、
秀
吉
時
代
に
入
り
で
は
犬
阪
築
城
後
城
下
の
宣
数

事

業

漸

く

振

ひ

心

的

山

氏

の

保

護

下

に

高

槻

の

寺

院

一

時

隆

康

な

り

し

な

る

ぺ
し
.
天
正
十
六
年
秀
吉
が
近
畿

の

南

畿

寺

破
壊
以
後
に
至
り
て
は
、
数
勢
仲
ぴ
や
爾
来
太
閣
の
菟
去
ま
で
十
年
間
は
、
師
徒
塾
伏
し
て
時
機
を

待
ち
た
り
し
な
り
。
其
間
文
級
三
年
新
渡
の
フ
ラ
ン
ジ
ス

コ
門
振

が
禁

数

A
T
を

破

h
，、
京
都
の
廊
外
の
地
蓋
し

御

土

堰

外

に

あ

り

て

曾

堂

を

始

め

併

院

修

道

院

を

建

設

し

て

太

閣

の

赫

怒

を

買

ひ

し

唱

』

さ

な

き

に

あ

ら

ざ

り
し
も
.
奮
来
の
耶
蘇
曾
に
在
り
て
は

一
向
隠
忍
し
て
解
禁
の
好
機
を
待
つ
の
み
な
り
き
。

慶

長

三

年

秀

吉

苑

じ
、同
五
年
関
ケ
原
の
捷
あ
り
。
徳
川
氏
天
下
を
握
る
や
、
先
づ
師
父
の
在
住
を
許
し
、
尋
で

天
主
堂
再
建
の
尤
可
を
下
し
・
悲
に
京
都
吉
利
支
丹
最
後
十
鈴
年
の
盛
運
に
遣
す
。
惟
ム
に
、妙

心

寺

春

光

院

の

南
鐙
寺
古
鐘
(
一
五
七
七
在
銘
、天
正

五

年
に
営
る
)
が
信
長
時
代
天

主

数
全
盛
の
遺
韻
を
侍
ふ
る
も
の
さ
せ
ば
、

こ

の

書

に

泉

ぐ

る

所

の
墓

石

は

慶

長

期

間

家

康

時

代

に

於

け

る

斯

致

の

好

況

を

偲

ふ

る

無

二

の

紀

念

た

り

ざ
す
ぺ
き
な
り
。

【註い
(

1

)

回一回件。可
。
ι。]
u

間
的
】

Z
O
《
山
口

Fw唱
。
ロ
・
(
し『・(イ
草
宅
F)
P
E曲、
』(}
叫
一4

下
情
ニ
究
開
頁
京
の
市
中
に
、
「
吉
利
支
丹
町
」

E
E
ZZ

(
r
l

ESω

な
る
も
の
あ
り
、
慶
長
十
九
年
の
京
都
吉
利
支
丹
追
放
の

傑
に
見
ゆ
。
中
耕
太
日
米
間
数
皮
下
構
第
十
阿
撃
参
照
。
一
エ
〈
、
「
京

都
の
一
街
蓉
に
一
柳
仰
信
者
は
只
一
戸
に
し
て
其
他
は
悉
〈
基
脊
信

。
。
。

。

考
な
る
も
の
あ
り
放
に
人
呼
ん
で
切
支
丹
町
と
務
す
」
と
。

(

2

)

松
、永
良
徳
、
「
慰
草
」
各
八
の
二
十
四
丁
裏
(
第
二
百
二
十
七
段
〉

「
た

い
う
す
ば
ら
ひ
」
の
傑
興
味
あ
り
。

京
都
北
其
の
附
近
俊
見
の
切
支
丹
義
曲
叶

七
五



京
抑
制
に
於
け
る
商
問
留
守
と
英
の
首
帯
地

七
六

つ
け
)
同
書
原
木
下
情
二
五
三
頁
を
見
よ
。
課
本
初
版
間
十
九
・
況
版

二
二
三
参
版
二
九
八
頁
に
あ
り
。

〈

4
〉
亡
。
=
可
長
会
-
一

-K
九
八
(
慶
長
=
.
年
〉
乃
至
士
山
武
一
(
摩
市
吋
凶

年
〉
日
・
米
基
督
数
・史、

k
冊
二
五
三
頁
(
一
六
一
問
年
の
傑
)

(

5

)

士
口
旧
東
伍
、
大
日
本
地
名
齢
世
官
、
第
三
削
頁
、
南
鐙
寺
社
、
第
三

(
G
)
 

夜
一
良
先
斗
。

許
制
民
丈
一
第
十
四
年
第
三
械
(
大
正
十
二
年
三
月
刊
)
新
村
肉
、
「
質
問
多

の
傍
来
と
掛
川
行
」
、
第
二
五
頁
以
下
参
考
。

-
見
林
第
三
谷
第
一
一
一
成
)
大
正
七
年
七
月
刊
)
新
村
山
、
「
京
都
南
製
守

興
際
考
」
参
考

(
7
)
 

(Fig. 7) 
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部一風扉縛人盛南殿所右矛1)重本河 (Fig. 14) 園四十第

入餅事総時細~/~ (Fig. 15) 圏五十第




